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紫 m 咅 

與謝野 晶子 訳 



紫の かがやく 花と 日の 光 思 ひ あはざる 

ことわり もな し (晶子) 

どの 天皇 様の 御代で あつたか、 女御と か 更衣と かい 

こうきゅう 

われる 後宮が おおぜいいた 中に、 最上の 貴族 出身で 

はない が 深い 御 愛寵を 得て いる 人が あった。 最初 か 

ら 自分 こそ はとい う 自信と、 親兄弟の 勢力に 恃む 所が 

あって 宫 中にはい つた 女御た ちから は 失敬な 女と して 

ねたまれた。 その 人と 同等、 もしくは それより 地位の 

しっと ほのお 

低い 更衣た ち はまして 嫉妬の 焰 を 燃やさな いわけ も 



なかった。 夜の 御殿の 宿直 所から 退る 朝、 続いて その 

人ば かりが 召される 夜、 目に 見 耳に 聞いて 口惜し がら 

せた 恨みの せい もあった かから だが 弱くな つて、 心細 

くな つた 更衣 は 多く 実家へ 下が つてい がちと いう こと 

になる と、 いよいよ 帝 はこの 人にば かり 心 をお 引か 

れ になる という 御 様子で、 人が 何と 批評 をしょう とも 

それに 御 遠慮な どと いう ものが おできに ならない。 御 

聖徳 を 伝える 歴史の 上に も 暗い 影の 一 所 残る ような こ 

とに もな りかね ない 状態に なった。 高官た ち も 殿上 役 

人た ち も 困って、 御 覚醒になる の を 期しながら、 当分 

は 見ぬ 顏 をして いたいと い う 態 S をと る ほど の 御 



であった。 幾つかの 女御 や 更衣た ちの 御殿の 廊を 通い 

みち とのい 

路 にして 帝が しばしば そこへ おいでになり、 宿直 をす 

る 更衣が 上がり下がりして 行く 桐 壷であった から、 始 

かさ 

終 ながめて いねば ならぬ 御殿の 住人た ちの 恨みが 量ん 

で いくの も 道理と 言わねば ならない。 召される ことが 

あまり 続く ころ は、 打ち 橋と か 通い 廊下の ある 戸口と 

かに 意地の 悪い 仕掛けが されて、 送り迎え をす る 女房 

すそ 

たちの 着物の 裾が 一 度で いたんで しまうよ うな ことが 

あつたり する。 また ある 時 はどうしても そこ を 通らね 

ばなら ぬ 廊下の 戸に 錠が さされて あったり、 そこが 通 

れ ねば - ^ ち らを 行く はず の 御殿 の 人 どうしが 言 い 合わ 



の 物足りな さ を 堪えが たく 悲しんで おいでになった。 

はなやかな 顔 だち の 美人が 非常に 痩せて しまって、 

心の中に は 帝と お別れして 行く 無限の 悲しみが あった 

が 口へ は 何も 出して 言う ， J と のでき な いのが この 人の 

性質で ある。 あるかな いかに 弱って いるの を 御覧に な 

まっくら 

ると 帝 は 過去 も 未来 も 真暗に なった 気があ そばす ので 

あった。 泣く 泣く いろいろな 頼もしい 将来の 約束 を あ 

そば されても 更衣 はお 返辞 もで きないの である。 目つ 

きもよ ほど だるそう で、 平生から なよなよ とした 人が 

い つそう 弱々 しい ふうに なって 寝て いるので あつたか 

おおみ こころ 

ら、 これ はどうなる ことであろう という 不安が 大御、 心 



せんみ よう 

たので ある。 勅使が その 宣命を 読んだ 時 ほど 未亡人 

にと つて 悲しい ことはなかった。 三位 は 女御に 相当す 

る 位階で ある。 生きて いた 日に 女御と も 言わせな かつ 

みかど 

たこと が 帝 に は 残り 多く 思 召されて 贈位 を 賜わった 

ので ある。 こんな ことで でも 後宮の ある 人々 は 反感 を 

持った。 同情の ある 人 は 故人の 美し さ、 性格の な だら 

かさな どで 憎む ことので きなかった 人で あると、 今に 

なって 桐 壷の 更かの 真価 を 思い出し ていた。 あまりに 

しゅちょう しっと 

ひどい 御殊寵 ぶりであった から その 当時 は 嫉妬 を感 

じたので あると それらの 人 は 以前の こと を 思 つていた _ 

優しい 同 11 深い 女性で あつたの を、 帝 付きの 女官た ち 



ね」 

こき でん にょご 

などと 言って、 右大臣の 娘の 弘徽 殿の 女御な ど は 今 

さえ も 嫉妬 を 捨てなかった。 帝 は 一 の 皇子 を 御覧に 

な つ て も 更衣の 忘れが たみの 皇子の 恋し さばかり をお 

めのと 

覚えに なって、 親しい 女官 や、 御自身のお 乳母な ど を 

その 家へ おつかわし になって 若宮の 様子 を 報告 させて 

おいでになった。 

のわき はださむ 

野 分 ふうに 風が 出て 肌寒の 覚えられる 日の 夕方に、 

ゆ- T、 

平生よりも いっそう 故人が お思われ になって、 钗 負の 

みょうぶ 

命婦 という 人 を 使いと してお 出しに なった。 夕月夜の 

美しい 時刻に 命婦を 出かけさせて、 そのまま 深い 物 思 



でございますから、 まして 御所へ 時々 上がる ことな ど 

は 思 いも よらぬ ことで， 、- J ざ います。 もったいない 仰せ 

を 伺って いるので すが、 私が 伺候いた します こと は 今 

後 も 実行 はでき ないで ございましよう。 若宮 様 は、 や 

はり 御 父子の 情と いう ものが 本能に あります ものと 見 

えて、 御所へ 早くお はいりに なりたい 御 様子 をお 見せ 

になります から、 私 は ごもっとも だとお かわいそうに 

思って おります という ことな ど は、 表向きの 奏上で な 

しに 何 かのお ついでに 申し上げて ください ませ。 良人 

も 早く 亡くし ますし、 娘 も 死なせて しまい ましたよう 

な 不幸ず くめの 私が 御 いっしょ におり ますこと は、 若 



宫 のために 縁起の よろしくない ことと 恐れ入つ てお リ 

ます」 

やす 

などと 言 つ た。 そのうち 若宮 ももう お寝み にな つ た _ 

「またお 目 ざめ になり ますの をお 待ちして、 若宮に お 

目に かかりまして、 くわしく 御 様子 も 陛下へ 御 報告し 

たいので ございま すが、 使いの 私の 帰ります の をお 待 

ちかね でもい らっしゃい ますでしょう から、 それで は 

あまりお そくなる で ございましよう」 

と 言って 命婦は 帰り を 急いだ。 

「子 をな くしました 母親の 心の、 悲しい 暗 さがせめ て 

一 部分で も 晴れます ほどの 話 を させて いただき たいの 



鈴虫の 声の 限り を 尽くしても 長き 夜 飽かず 降る 涙 

ゝ ale, 

力る 

車に 乗ろうと して 命婦 はこん な 歌 を 口ずさんだ。 

「いと どし く 虫の 音し げき 浅茅生に 露 置き 添 ふる 雲 

う へ びと 

の 上人 

かえ つ て 御 訪問が 恨めしい と 申し上げたい ほどで 

し 

と 未亡人 は 女房に 言わせた。 意匠 を 凝らせた 贈り物 



死な ど は 眼中にない という ふう を わざと 見せて いるの 

であった。 

月 も 落ちて しま つ た。 

雲の上 も 涙に くるる 秋の 月い かです むらん 浅茅生 

の 宿 

命 婦が御 報告した 故人の 家の こと をな お 帝 は 想像 あ 

そばしながら 起きて おいでになった。 

う こ ん え J むろう 

右近 衛府の 士官が 宿直 者の 名 を 披露す るの を も つ て 

すれば 午前 二 時に なった のであろう。 人目 をお はばか 



る 人と して 見ても また 違うよう です」 

と 言った。 弁 も 漢学の よくで きる 官人 であ つたから 

筆紙 を もつ てす る 高麗 人との 問答に はお もしろ いもの 

があった。 詩の 贈答 もして 高麗 人 はもう 日本の 旅が 終 

わろうと する 期に 臨んで 珍しい 高貴の 相 を 持つ 人に 

ち 

逢った こと は、 今 さら に ， ^ の 国 を 離れが たくする ， J と 

であると いうよう な 意味の 作 をした。 若宮 も 送別の 意 

味 を 詩に お作りに なった が、 その 詩 を 非常に ほめて い 

ろい ろな その 国の 贈り物 をした リ した。 

こ ま 

朝廷から も 高麗の 相 人へ 多くの 下賜 品が あった。 そ 

の 評判から 東宮の 外戚の 右大臣な ど は 第一 一 の 皇子と 高 



だけの 人 もない ので あると いう 失望 をお 味わいに なつ 

みかど いとこ 

ただけ である。 そうした ころ、 先帝 —— 帝の 従兄 あ 

おじぎみ 

るい は 叔父 君 —— の 第 四の 内親王で お 美しい こと を だ 

きさき 

れも 言う 方で、 母君のお 后が 大事に して おいでにな 

ないしの すけ 

る 方の こと を、 帝のお そばに 奉仕して いる 典侍 は 先 

帝の 宮廷に いた 人で、 后の 宮へも 親しく 出入りし てい 

て、 内親王の 御 幼少 時代 を も 知り、 現在で も ほのかに 

お 顔 を 拝見す る 機会 を 多く 得て いたから、 帝へ お話し 

した。 

かく みやす どころ ようぼう 

「お 亡れ になり ました 御 息 所の 御 容貌に 似た 方 を、 三 

代 も 宮廷に おりました 私すら まだ 見た y 」 とが) 」 ざ いま 



せんで したのに、 后の 宮様の 内親王 様 だけが あの方に 

似て いら つ しゃ います ことに はじめて 気が つきました _ 

非常にお 美しい 方で ございます」 

おおみ こころ 

もし そんな ことがあつ たらと 大御 心が 動いて、 先帝 

の 后の 宫へ 姫宮の 御 入内の こと を 懇切に お申し入れに 

なった。 お 后 は、 そんな 恐ろしい こと、 東宮の お母様 

の 女御が 並み はずれな 強い 性格で、 桐 壷の 更衣が 露骨 

ないじめ 方 をされ た 例 も あるのに、 と 思 召して 話 は そ 

かく 

のま まに なって いた。 そのうちお 后 もお 崩れに なった _ 

姫宮が お 一 人で 暮らして おいでにな るの を 帝 はお 聞き 

にな つ て、 



ふじ っぽ 

が ことにしば しばお いでになる 御殿 は藤壺 であって、 

お供して 源氏の しばしば 行く 御殿 は藤壺 である。 宫も 

お馴れに な つ て 隠れてば かり はおいで にならなかった。 

ど の 後宮 で も 容貌 の 自信が なくて 入内した 者 はない の 

であるから、 皆 それぞれの 美 を 備えた 人た ちであった 

が、 もう 皆 だいぶ 年が いっていた。 その 中へ 若い お 美 

しい 藤 壺の宫 が 出現され て その 方 は 非常に 恥ずかし 

がって なるべく 顔 を 見せぬ ようにと なすっても、 自然 

に 源氏の 君が 見る ことになる 場合 もあった。 母の 更衣 

は 面影 も 覚えて いないが、 よく 似て おいでに なると 典 

^が 言った ので、 子供心に 母に 以た 人と して 恋しく、 



何も 帝 御自身で お 指図に なった。 前に 東宮の 御 元服の 

式 を 紫宸殿で あげられた 時の 派手 やか さに 落とさず、 

きょうえん したく 

その 日官 人た ちが 各階 級 別々 にさず かる 饗宴 の 仕度 

を 内蔵 寮、 穀倉 院 などです るの はつ まり 公式の 仕度で、 

それで は 十分で ない と 思 召して、 特に 仰せが あって、 

それら も 華麗 をき わめた ものにされた。 

清涼 殿 は 東面して いるが、 お 庭の 前のお 座敷に 玉座 

の i; 子が すえられ、 元服され る 皇子の 席、 加冠 役の 大 

臣の 席が そのお 前にで きていた。 午後 四時に 源氏の 君 

が 参った。 上で 二つに 分けて 耳の 所で 輪に した 童 形の 

礼 髪 を 結った 源氏の 顔つき、 少年の 美、 これ を 永久に 
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